























書である。欧文でMason’s mark や Builder’s inscription （Vymazarová et al. 2011）等、和文では「石
工マーク」「組立マーク」（近藤 2005: 152）や「グラフィート」（西坂他 2011: 22）と称されるこ
れらの文字資料を、本稿では「建造物の造営工程において建材に直接記されたまたは彫られた建























































ス図は残る129点中59点のみが公開されている（Dobrev 1996: Figs.1-32; 1998: Figs.1-27）。





















12 1 13 Dobrev1996: 105-6 1-7 3, 5
zS-a nswt [xft-Hr][gs]rsy 
2 @tp zS-a nswt  xft-Hrgs rsy 2 1 3 Dobrev1996: 106-7 8-10 6





5 5 Dobrev1996: 107-9 11-13 7, 8
Tz(w) nxn?
2 Pn-mdw zA nswt smsw? 1 1 Dobrev1996: 109 14
3 Jr-n.s? 2 2 Dobrev1996: 109-10 15













1 Jntj mDH od nswt m pr.wy. 12 2 2 16
Dobrev1996: 110-1 16-19 9
Dobrev1998: 154-5 6
2 ¢wj-n-£nmw 1 1
Dobrev1996:111 20
Dobrev1998: 155 7-8
3 Wn…? 1 1 Dobrev1996: 111 21
4 ZTw 0
5 K(A)-apr jmy-r(A) gs-pr 3 1 4 Dobrev1998: 155-6 9
6 Mm / Mm[j]? jmy-[r(A)] gs-[pr] 6 3 9 Dobrev1998: 156 10
D 廷臣
smr watj
1 Nj-kAw-jzzj 2 3 5 Dobrev1996: 112 22-23 10
2 Nfr-sSm-PtH 1 1 Dobrev1996: 112-3 24
3 Zzj 1 1 Dobrev1996: 113 25
4 Mr… 1 1 Dobrev1996: 113 26
5 @tp
jmy-[r(A)]  pr aA 
1 1 Dobrev1996: 113-4 27 11
sHD…
6 jmbj 1 1 Dobrev1996: 114 28
7 &pj? 1 1 Dobrev1996: 114 29
8 ¢nt(y)[-k(A)] jmy-r(A)-pr aA 2 2 Dobrev1998: 157 11
9 +dj jmy-r(A) pr [aA] 1 1 Dobrev1998: 158 12
E その他のタイトル
1 @zzj-AX sHD pr aA 1 1 Dobrev1996: 115 30
2 PtH-[H]tp-Spsw? jmy jr.ty 1 1 Dobrev1996: 115 31
3 anx-jr-PtH jmy wr.t m  Xr(y).t-hrw 1 1
Dobrev1996: 116 32
Dobrev1998: 158 13
4 Mrj HAt(y)-a 3 3 3 9 Dobrev1998: 159 14
5 Nfr-xw=w jmy-r(A) mSa 3 5 8 Dobrev1998: 159 15
F 名前のみ
1 ZTw 1 1 Dobrev1998: 159 16
2 Jntj 1 1 Dobrev1998: 159 17
3 ¢nt(y)-k(A) 1 1 Dobrev1998: 159 18
4 ¢nt(y).t-k(A) 1 1 2 Dobrev1998: 160 19
5 Jr-js 1 1 2 Dobrev1998: 160 20
6 Mrj-aH-anx 1 1 2 4 Dobrev1998: 160 21
7 Nfr-wnn=s.t 3 3 Dobrev1998: 160 22
8 N-psS 3 3 Dobrev1998: 160 23
9 £nmw-ntj 1 2 1 4 Dobrev1998: 160 24
10 ¢nt(y)-Nxb-sbx 1 1 Dobrev1998: 161 25
11 Odw 3 3 Dobrev1998: 161 26






出 土 コ ン テ ク ス ト
備考
遺構 方位 面 段 種類 状態
96/1
A
1 pyramid south 6 backing in situ
96/2 1 wall south 3 backing in situ
96/3 1 wall south south 3 coating in situ
96/4 1 wall south south 2 coating in situ
96/5 1 pyramid south 12 core(1) in situ
96/6 1 pyramid south backing
96/7 1 pyramid south 6 backing in situ
96/8 2 wall south backing opposite of Fig.9
96/9 2 wall south backing opposite of Fig.8
96/10 2 wall south north 2 coating in situ
98/1 3 pyramid west x＋3 core(1) in situ
96/11
B
1 pyramid west x＋2 core(1) in situ
96/12 1 wall south south 1 backing in situ
96/13 1 wall south south 2 backing in situ
96/14 2 pyramid north 7 backing ? in situ
96/15 3 pyramid south 9 core(1) in situ
98/2 4 pyramid west 9 backing in situ
98/3 5 pyramid west x＋2 backing in situ
98/4 5 pyramid west 10 backing in situ
98/5 6 pyramid west 8 backing in situ
96/16
C
1 pyramid south-west corner backing
96/17 1 pyramid south backing
96/18 1 pyramid south backing
96/19 1 pyramid west 4 backing Dobrev1998にて
出土位置を再確認98/6 1 pyramid west 4 backing
96/20 2 pyramid north 2 lling
98/7 2 pyramid west 5 lling next to Fig.28
98/8 2 pyramid west 5 lling next to Fig.27
96/21 3 pyramid west x＋5 core(1) in situ
98/9 5 pyramid west 5 backing in situ
98/10 6 wall south 1 backing in situ
96/22
D
1 pyramid west x＋4 core(1) in situ
96/23 1 wall south south 2 backing in situ
96/24 2 pyramid / wall south backing
96/25 3 pyramid south 7 core(1) in situ
96/26 4 pyramid south 6 core(1) in situ
96/27 5 pyramid west x＋1 core(1) in situ
96/28 6 pyramid west x＋5 core(1) in situ
96/29 7 pyramid north 2 backing in situ
98/11 8 pyramid west x＋3 core(1) in situ
98/12 9 pyramid west 6 lling in situ
96/30
E
1 pyramid south 5 backing in situ
96/31 2 pyramid west 5 core(1) in situ
96/32 3 pyramid east 8 backing in situ
98/13 3 pyramid west 3 backing
98/14 4 pyramid west 6 backing in situ




98/17 2 pyramid west
98/18 3 pyramid west x＋3 core(1) in situ
98/19 4 pyramid north 1 backing in situ
98/20 5 wall south 2 backing in situ
98/21 6 pyramid east
98/22 7 pyramid west x＋6 core(1) in situ
98/23 8 wall south 2 backing in situ
98/24 9 pyramid west 2 backing in situ
98/25 10 pyramid north 4 lling in situ
98/26 11 pyramid south 1 backing in situ

























からの出土例に多く（Verner 1992, Krejčí 2009, Vymazarová 2014）、ピラミッドの場合は所有者の親


















位置している場合が多く見受けられる（von Bissing 1905; 1911, Firth and Gunn 1926）。この称号
を所有する古王国時代の人物は同時に多くの称号を併有しており、「労働の監督官 imy-r（A） kA.t」
といった建設を含む労働に関すると思われる称号も見られる（Strudwick 1985: Table 29）。本遺跡
における宰相称号を含む建造墨書の出土点数は計21点であり、単純に点数を比較した場合、「王
の執事 Xry-tp nswt」に次いで多い。また高官個人で考えた場合、セチュウは「二つの家における











fはDie Ägyptischen Personennamenシリーズ（Ranke 1935; 1949; 1977）にも、Topographical bibliography 
of ancient Egyptian hieroglyphic texts, reliefs, and paintings（Porter and Moss 1978）にも記載がない。
　ペピ１世ピラミッドから出土した「王の息子」の称号を持つ人物に共通する事項として、「王




















４－３．二つの家における王の建築家　mDH od nswt m pr.wy
　本遺跡資料では、インティ Intyという人物のみが持つ称号である。その他の称号については複
数の人物が所有することが一般的である一方で、こうした特徴はインティと建設活動との結びつ













（Verner 1995, Verner et al. 2006, Krejčí 2008）、王妃または王女の名前が記される事例はみられない。
115ペピ１世ピラミッドの建設労働者組織に関する一考察
さらに、ケントカウエス２世の名前とともに建設作業に関わる称号などが併記される例は一例
もない。確かにペピ１世の妃イネネクの愛称はインティであるが（Leclan and Clerc 1995: pl.XX: 
Fig.29）、類例を参照する限りドブレフの前者の説はやや突飛であると言わざるを得ない。
　一方で、建築家の愛称ではないかという指摘の妥当性はいかなるものだろうか。ジョーンズ
（ Jones, D）による集成では、ペピ１世治世下で本職「二つの家における王の建築家 mDH od nswt 
m pr.wy」を務めた人物は２、３名に限られている（Jones 2000: 464-5）。しかし、いずれの人物も
インティという名前・愛称は持ち合わせていない。
　ペピ１世以前で考えてみると、ギザに大規模なマスタバ墓（G2370）を造営したセネジェム・
イブ SeneDem-ibという人物がインティという愛称を持っていることが知られている（Reisner 1942: 
264: Fig.162）（７）。彼の一家は建築家業であり、その息子らも同じ称号を所有しており、同一のマ
スタバ墓に新たにシャフトを造営したり、周辺の場所に墓を築いている（Reisner 1942: 167-8, 226: 
Fig.165）。尚、セネジェム・イブは同時に宰相称号を併有しており、その社会的背景は単に「二
つの家における王の建築家 mDH od nswt m pr.wy」の称号を所有していただけの人物以上に高位に
あったと想定される。







































者の名前を記した例がある（Arnold 1990: 130: Fig.E 1.3）。しかしこのときは称号が併記されて
いない。代わって「船長／キャプテン imy irty」という称号は一旦西岸の建設現場周辺に仮置き
された石材が河岸段丘上に引き揚げられた段階で登場する（Arnold 1990: 21）。この場合も「労


















（作業完了日？）とともに部隊長 imy-r（A） mSaの称号を持つ人物の名が記された例がある（Arnold 





４－９．南の王の文書の書記官　zS-a nswt xft-Hr gs rsy 
　この称号は宰相のうちセチュウ ZTwとヘテプ @tpが所有している称号で、「南の」というのは「南
の地域」を指し示していると解釈されている。ただし類例がない特殊な称号であるため建築活動
















































































組織図（Roth 1991: 119-143, Lehner 1997: 132）の中で語り尽くすことは出来ないものであった。
従来、この時代の政治体制の変化は壁画資料に記された名前と称号を集成し、そのアセンブリッ
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ている（Reisner 1931: 273-277: Plan XI-XII）。ロスはこの語順を階層性と見なし、大規模集団の下に中規模、
小規模の集団が組織されているとの解釈を提示した（Roth 1991: 119-143）。仮に建造墨書の称号と名前の語順
が「称号＋人名」であることが正しく、ロスが言うように階層性とも結びついていた場合、セチュウはこの
南の王の文書の書記官という称号の真の所有者ではなく、それに続く（または続いていたが失われてしまっ
た）人物が所有していた称号となる。さらにこの場合セチュウは宰相称号も所有しているため、宰相セチュ
ウは南の王の文書の書記官の直属の上役という関係となる。しかしながら、「人名＋称号」という語順は本資
料の他に類例がなく、高官名と称号が登場して以来、語順から階層性を想起させるような例は１例もない。
したがって現段階では単なる書き順の違いとの解釈が妥当であろう。
（10）　早稲田大学エジプト学研究所・エジプト考古省合同調査プロジェクトであるクフ王第２の船遺跡の調査成
果から、これらの要素を総合して石材の加工工程を復元するという研究が発表された（高橋他 2014）。これま
でほとんど明らかにされていない古王国時代の採石から設置までを建造墨書と石材加工痕や記された石材面、
顔料、その他複数の特徴を基に追証しようという新しい試みとして今後注目される。
